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第 10期国会 2001年 28号［28/2001/QH10］ ハノイ，2001年 6月 29日
文化遺産に関するベトナム社会主義共和国 

























1 以下 bản sắcは本色と訳す。民族や共同体が有する，中核的な価値とアイデンティティーを意味する。

















遺跡，景勝名跡，遺物 ･古物 ･国宝 2から成る。
 3.　歴史的・文化的遺跡とは，歴史的・文化的・科学的価値を持つ建造物，地点，及びその建造物・
地点に属す遺物 ･古物 ･国宝のことである。







 8.　遺物 ･古物 ･国宝の複製品とは，外見 ･寸法 ･素材 ･色彩 ･装飾及びその他の特徴に関して，
もとのものに似せて作られた産物である。
 9.　収集品とは，一まとまりの遺物 ･古物 ･国宝あるいは無形文化遺産であり，自然及び社会の歴
史を研究する必要に応えるために，形式，内容及び素材に関する共通の特徴に従って，体系的に集め
られ，保持され，整理されたものである。





2 以下，一貫して Di vật は遺物，Cổ vật は古物，Bảo vật quốc gia は国宝の訳語を当てる。その定義は，本条 5–7項を参照。






























































































































































































2.　本条第 1項 bにおいて規定する第 2保護区域において，建造物を建設することは，国家遺跡及び
特別国家遺跡については文化・情報省大臣の文書による同意を得なければならず，省級遺跡について





































4 以下，hướng dẫnを手引き［する］と訳出する。英語でならば guide, guidance に該当するが，案内［する］と指導「する］の
二つの言葉の意味範囲を含みつつ，その中間に位置する言葉である。





























































































































































































































7 việc xã hội hoáは，もともと国家が財政負担し運営，実施していた事業，業務に関して，民間資金を導入したり（利用者負担
を含む），運営，実施を民間に委託したりすること（民間活力の利用など）を意味する。













































































本法は，第 10期ベトナム社会主義共和国国会第 9会合によって，2001年 6月 29日に採択された。
国会議長　グエン・ヴァン・アン
